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◇県本部 2016 年春闘討論集会
日　時　１月 14 日（木）14 時～

◇県本部 2016 年新春のつどい
日　時　１月 14 日（木）17 時 30 分～
※会場はフェリヴェール・サンシャイン
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自
治
労
が
春
闘
討
論
集
会

　

自
治
労
は
12
月
10
、11
日
、

東
京
・
有
明
で
春
闘
討
論
集

会
を
開
催
し
、
２
０
１
６
春

闘
方
針
を
提
起
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
給
与
の
総
合

的
見
直
し
の
減
額
分
を
回
復

す
る
２
％
と
連
合
の
掲
げ
る

「
底
上
げ
・
底
支
え
」「
格

差
是
正
」
の
２
％
を
加
え
た

４
％
の
賃
上
げ
要
求
、
非
正

規
時
給
１
０
０
０
円
以
上
な

ど
の
案
が
示
さ
れ
、
質
疑
と

答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
で
は
地
方
を
中
心

に
、
地
域
手
当
で
広
が
る
格

差
に
有
効
な
手
立
て
が
必
要

と
の
強
い
懸
念
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

討
論
集
会
の
後
段
で
は
、

経
済
評
論
家
の
寺
島
実
郎
氏

が
講
演
。
寺
島
氏
は
世
界
と

時
代
を
巨
視
的
に
俯
瞰
し
、

そ
の
中
の
日
本
の
状
況
、
こ

れ
か
ら
の
経
済
動
向
・
ト
レ

ン
ド
等
を
独
自
の
情
報
源
を

加
え
て
解
説
し
ま
し
た
。

自治労春闘討論集会で
講演する寺島実郎氏

違憲の戦争法は廃止を
　

12
月
８
日
、
県
内
の
平
和

運
動
６
団
体
と
政
党
の
協
力

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
「
戦
争

法
の
廃
止
を
求
め
る
茨
城
県

実
行
委
員
会
」
は
「
再
び
戦

争
へ
の
道
は
Ｎ
Ｏ
！
み
ん
な

の
力
で
戦
争
法
を
廃
止
に
、  

い
ば
ら
き
総
が
か
り
行
動
」

を
展
開
、
日
本
を
戦
争
へ
の

道
に
進
め
よ
う
と
す
る
安
倍

内
閣
の
戦
争
法
廃
止
と
退
陣

を
求
め
ま
し
た
。

　

水
戸
駅
北
口
で
の
リ
レ
ー

ト
ー
ク
で
は
、
鈴
木
平
和
擁

護
県
民
会
議
代
表
が
「
戦
争

法
は
、
憲
法
違
反
。
何
年
経

と
う
が
違
憲
だ
と
言
わ
れ
続

け
る
法
律
。
何
と
し
て
も
来

年
の
参
議
院
選
挙
勝
利
と
戦

争
法
案
を
廃
案
に
追
い
込
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。 

　

こ
の
あ
と
参
加
者
は
、
水

戸
市
内
を
デ
モ
行
進
し
、
市

民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

戦争法の廃止を求め水戸市内をデモ行進

いばらき総がかり行動に 600 人

男
女
が
と
も
に
担
う

自
治
労
茨
城
推
進
委
講
演
会

女
性
の
活
躍
が
地
域
変
え
る

　
「
男
女
が
と
も
に
担
う
自

治
労
茨
城
推
進
委
員
会
」は
、

12
月
５
日
、
自
治
労
会
館
で

「
災
害
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
会
を
開
き
ま
し

た
。

　

講
師
の
原
口
弥
生
茨
城

大
学
人
文
学
部
教
授
は
、
東

日
本
大
震
災
や
原
発
事
故
で

茨
城
県
内
避
難
者
の
暮
ら
し

や
交
流
の
サ
ポ
ー
ト
を
す

る
「
ふ
う
あ
い
ね
っ
と
」
の

代
表
も
務
め
て
お
り
、
災
害

に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題

や
原
発
事
故
に
よ
る
分
散
避

難
問
題
、
低
認
知
被
災
地
で

あ
る
茨
城
の
放
射
能
汚
染
に

対
す
る
認
識
の
弱
さ
な
ど
を

説
明
し
ま
し
た
。
特
に
、
震

災
・
原
発
事
故
に
お
け
る
避

難
を
巡
る
女
性
の
「
自
己
決

定
」
の
尊
重
や
地
域
再
生
に

向
け
た
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
が
地
域
社
会
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
問
題
改
善
に
つ
な
が

る
こ
と
な
ど
が
強
調
さ
れ
ま

し
た
。

藤
田―

杉
本
体
制
選
出

現
業
評
議
会
が
定
期
総
会

　

県
本
部
現
業
評
議
会
の
第

51
回
定
期
総
会
が
12
月
12
日

自
治
労
会
館
で
開
か
れ
、
15

単
組
69
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

総
会
で
は
、
２
０
１
６
活

動
方
針
と
規
則
の
一
部
改
正

な
ど
を
承
認
す
る
と
と
も
に

藤
田
議
長
（
大
子
）、
杉
本

事
務
局
長(

取
手
）
を
軸
と

す
る
新
た
な
役
員
体
制

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、

学
校
給
食
部
門
の
活
動

を
強
化
し
よ
う
と
名
称

ま
ず
は
要
求
書
提
出
、
交
渉
を

公
共
民
間
労
組
協
議
会
が
総
会

　

県
本
部
公
共
民
間
労
組
協

議
会
は
12
月
７
日
、
自
治
労

会
館
で
第
12
回
定
期
総
会
を

開
き
９
単
組
29
人
が
参
加
、

２
０
１
６
年
度
運
動
方
針
、

役
員
体
制
な
ど
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

総
会
は
田
中
議
長
が
あ
い

さ
つ
し
「
公
共
職
場
で
働
く

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
が
、
他
県

の
取
り
組
み
を
参
考
に
、
ま

ず
は
要
求
書
の
提
出
、
交
渉

を
継
続
実
施
し
て
各
種
権
利

を
勝
ち
取
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
経
過
報
告
、

２
０
１
６
年
度
運
動
方
針
、

新
年
度
役
員
を
全
体
の
拍
手

で
承
認
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
県

本
部
野
村
組
織
部
長

を
講
師
に
「
人
事
評

価
制
度
」
に
つ
い
て

学
習
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
終
了
し

ま
し
た
。

を
変
更
し
た
調
理
部
会
が
初

め
て
の
学
習
会
を
開
催
。「
新

た
な
職
の
確
立
」
を
め
ざ
す

と
し
て
、
経
験
と
知
識
を
共

有
す
る
試
み
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

現業評議会役員体制
議　　長　藤田　浩二（大子町職）

副 議 長　山本三千代（東海村職）

副 議 長　石神　信浩（龍ケ崎市職労）

副 議 長　稲葉　　勉（北茨城市職）

事務局長　杉本　道博（取手市職）

事務局次長　相澤　輝子（東海村職）

幹　　事　篠崎　勇一（北茨城市職）

　　　　　菊池　智子（日立市職）

　　　　　大場　孝史（常陸太田市職）

　　　　　倉橋扶美子（常陸大宮市職）

　　　　　岩上真由美（那珂市職）

　　　　　飛田　将洋（水戸市職）

　　　　　越川みどり（鉾田市職）

　　　　　齋藤　洋子（行方市職）

　　　　　篠崎　佳子（取手市職）

　　　　　笹沼美智子（鹿嶋市職）

　　　　　関口　朋和（龍ケ崎市職労）

　　　　　日向寺裕也（県　　職）

公共民間労組協議会　役員体制
議    　長　田中　祐治 （茨城国保労組）
副 議 長　根本　博行 （北茨城社協労組）

〃　　吉成　亘弘 （東海村関連労組）
事務局長　野村　和弘 （県本部組織部長）
幹　　事　舟生　　圭 （北茨城社協労組）

〃　　大内　智弘 （東海村関連労組）
〃　　山縣　英一（日立市社福労組）
〃　　友部　陽介（日立メディカル労組）
〃　　川角　　元（水戸市社協労組）
〃　　小林ひとみ（茨城県社協労組）
〃　　木村　友香（清水福祉会労組）
〃　　磯山　裕之（行方市職公共企業関連団体）
〃　　鈴木　一男（茨城コロニー労組）
〃　　山中圭一郎（石産労組）
〃　　井坂　良弘（茨城国保労組）

正
・
本
予
算
そ
し
て
税
制
で

例
年
で
も
晦
日
ま
で
掛
か
り

ま
す
。
そ
し
て
正
月
も
早
々

に
召
集
に
備
え
る
こ
と
と
な

り
そ
う
で
す
。

　

こ
の
間
、
国
会
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ

や
防
災
、
復
興
、
く
い
打
ち

問
題
な
ど
で
閉
会
中
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
政
府
が
対
応

策
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
具

体
策
は
28
年
秋
以
降
に
な
る

と
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

参
院
で
の
争
点
隠
し
だ
け
で

な
く
、
選
挙
の
結
果
を
出
せ

と
脅
し
て
い
る
様
で
す
。

　

民
主
党
も
、
経
済
連
携
調

査
会
と
運
動
面
で
連
携
す
る

対
策
本
部
を
設
置
し
、
私
が

本
部
長
と
な
り
16
日
に
は
岡

田
代
表
も
来
県
し
、
養
豚
の

視
察
を
し
ま
し
た
。

　

夏
の
参
院
選
か
ら
、
選
挙

年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。
70
年
振
り
で
す
。

　

国
は
新
た
に
主
権
者
教
育

を
行
う
事
と
し
、
各
高
校
に

教
材
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
現
在
の
20
代
、

30
代
の
若
者
の
投
票
率
は
。

前
回
総
選
挙
で
約
35
％
程

度
。
60
〜
70
代
の
約
半
分
の

率
で
こ
ち
ら
の
対
策
も
必
要

で
す
。

　

８
日
に
は
県
自
治
体
退
職

者
の
会
（
時
崎
雄
司
会
長
）

に
招
か
れ
ま
し
た
。

　

先
の
大
戦
を
経
験
し
た
方

や
、
戦
後
の
民
主
的
な
社
会

を
目
指
し
た
人
達
で
す
。

　

若
者
は
、
こ
の
国
の
景
気

が
良
く
、
右
肩
上
が
り
の
経

済
を
知
ら
ず
に
育
ち
ま
し

た
。

　

国
も
政
党
も
労
働
運
動

も
、
新
し
い
視
点
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

結
局
、
安
倍

内
閣
は
憲
法
の

定
め
に
有
る
臨

時
国
会
を
開
き

ま
せ
ん
で
し

た
。

　

年
明
け
通
常

国
会
は
、
４
日

に
召
集
さ
れ
、

６
月
１
日
ま
で

の
会
期
と
な
り

ま
す
。

　

与
党
の
年
末

は
忙
し
く
、
補

2015.12.08 県自治体退職者の会総会

現業評総会であいさつする稲葉議長

団結ガンバローで総会を
締めくくった公共民間労
組協議会総会

第２回拡大
闘争委員会

賃
金
確
定
闘
争
を
強
化
し
よ
う

３
月
議
会
ま
で
に
決
着
を

　

２
０
１
５
賃
金
確
定
闘
争

が
越
年
す
る
と
い
う
異
例
の

状
況
の
中
で
、
県
本
部
は
12

月
18
日
、
自
治
労
会
館
で
第

２
回
拡
大
闘
争
委
員
会
を
開

き
、
賃
金
確
定
闘
争
の
さ
ら

な
る
強
化
に
向
け
意
思
統
一

を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
黒
江
委
員
長

が
「
越
年
を
ふ
ま
え
て
、
今

後
、
官
民
格
差
を
ど
う
給
与

引
き
上
げ
に
反
映
さ
せ
る
か

が
賃
金
確
定
闘
争
の
課
題
で

あ
る
。
４
％
賃
上
げ
要
求
を

掲
げ
た
２
０
１
６
春
闘
、
参

院
選
勝
利
に
向
け
た
取
り
組

み
も
同
時
に
強
化
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
現
業
・
公
企
統

一
闘
争
や
市
町
村
課
申
し
入

れ
の
取
り
組
み
経
過
報
告
、

確
定
闘
争
に
向
け
た
第
２
次

統
一
行
動
な
ど
の
補
強
方
針

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
強
方
針
で
は
、「
勧
告

さ
れ
た
官
民
格
差
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
中
に
確
実
に
解

消
す
る
こ
と
。
労
使
で
合
意

し
た
賃
金
・
労
働
条
件
の
改

定
に
あ
た
り
、
必
要
と
な
る

条
例
等
の
改
正
に
つ
い
て
可

及
的
速
や
か
に
行
う
こ
と
」

「
人
事
評
価
制
度
・
等
級
別

基
準
職
務
表
の
条
例
化
へ
の

対
応
」
な
ど
の
取
り
組
み
を

柱
に
、
２
、３
月
議
会
へ
の

条
例
制
定
を
意
識
し
、
交
渉

ゾ
ー
ン
を
２
月
１
日
か
ら
９

日
、
２
月
10
日
を
統
一
行
動

日
に
設
定
し
て
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

そ
の
た
め
、
県
本
部
専
従

役
員
の
全
単
組
オ
ル
グ
、
ブ

ロ
ッ
ク
闘
争
委
員
会
の
設
置

な
ど
の
闘
争
態
勢
を
確
立
し

て
い
き
ま
す
。

　

す
べ
て
の
単
組
が
要
求
・

交
渉
・
妥
結
す
る
取
り
組
み

を
強
化
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

第２次賃金確定闘争を議論した
第２回拡大闘争委員会 
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